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非参与観察から明らかになる領域〈表現〉の現状と課題
The Future Activity and Problems of the Field “Expression” Clariﬁed from 
Non-participant Observation
　In March, 2017, the sixth kindergarten teaching procedure was notified, including seven 
credentials─knowledge, skill, intellect, judgement, expression, human nature and learning─and ten 
desirable images─healthy heart and body, independence, cooperativity, germ of morality, relation 
with social life, germ of intellect, relation with nature and respect for life, interests and sense toward 
ﬁgures, markers or characters, communication through words, and rich sensitivity and expression, 
which should be brought up in kindergarten education. 
　This study first surveys the changes of expression education in the kindergarten teaching 
procedure, then mentions the new viewpoints of expression education and its educational eﬀect and 
ﬁnally, clariﬁes some problems about the enforcement of the sixth kindergarten teaching procedure 
through non-participation observation of a private and a public kindergartens.
　As a result, the two types of kindergarten have common and individual challenges. In both 
kindergartens, no activities for bringing up sentiments, no advice of teachers to deepen infants’ 
experiences, no tangles for environment, and no voluntary musical activities for infants are set, while 
these kindergartens deal diﬀerently with only a part of seven credentials.
　It is necessary to devise and practice the activities for bringing up seven credentials equally. 
In order to do so, kindergarten programs should be carried out with clear purposes, based on the 
characteristics of the preschool education.
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身体表現 活動内容 園児の行動 教師の行動
「動物の真似」 馬の真似をして、走る。 音楽に合わせて馬の真似をして動く。 ◆馬の特徴を伝えて、その動きをPおうまはみんな するように指示する。
「友達と二拍子」 2人組になって「とん（手拍子）、パチ（友だちと手を 1回目はうまくいかず、押し合いのようになった。友 ◆2人組になって手を繋いで座るよ
Pとんぽのめがね 合わせる）」と二拍千を感じる。 達と相談しながらゆっくりと練習する。 うに指示する。見本を見せる。
「ありさんのおうち」 フープをアリの家に見立て、人ったり出たりする。 音の変化（速度、高低）を感じて教師の指示通りに ◆音の変化を伝えて、音に合わせP二拍子のリズム 動く。しやがんで小さくなって移動する園児もいた。 て動くように指示する。
「おつきさま」 フープを月に見立てて、持ち上げたり左右に揺れた フープを上に上げてくるくると自転する園児もいた。 ◆フープを使った動きを指示する。
P月（つき） りする。月の色や形を考える。 「黄色」「丸」など目に関することを教える。 ● 10月はお月見という行事があることを教える。
「おだんご」 ボールを配り、お団子に見立てて遊ぶ。お団子の味 「パンの味」「りんご味」「ぶどう味」「おもちゃの味」 ●発問味を問う。など様々な答えを言う。｝あっちこっち～ を考える。ボールの感触を確かめる。歌いながら体 教師の真似をしてボールを動かす。素材の性質に 「できるかな？」などと声をかける。「やまにのぼれ」 の部付（頭、背中、首）にボールを乗せる。 気が付いて投げたり転がしたりする園児もいた。 歌いながら動きを見せる。
「ドライブ」 フープをハンドルに見立てて、運転の真似をする。
P即興的効果音 ガソリンを満タンにする。 教師の指示通りに動く。P速い4拍子 フープを左右に動かしながら走り出す。 音の変化に合わせてフープの動きも遅くしたり、大P低いド 赤信号の合図で止まる。 音が変化したことを伝える。
｝速い4拍子 青信号のかけ声で再び走り出す。 きくしたり、細かくしたりと変化させる。 ●持っているフープの色を気付か
｝サイレンの音 道を空け、教室の端による。
「赤信号」「青信号」「救急車」などの教師の指示を せて、◆フープの色ごとに動くよう
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表６　公立B園の活動内容




自由遊び ステージに上がって運動会で踊っ て踊る。 なったね」などの声かけをしたり、拍手
Pペンギンのプールたい た曲に合わせて踊る。ポンポンを 友達が落としたポンポンを拾って箱に をする。持って踊る園児もいる。 ◆教師が交代で観客の役割をする。
そう他 （年長） 戻す。 「いいね」「前と違うダンスだね」と声か
繰り返し同じ曲で踊る。繰り返すうち けをする。に、踊る方向や隊形を工夫する。
造形 活動内容 園児の行動 教師の行動
円・ドーナツ型•四角・三角・ハート 「観察したい」と言って友達が作品を作
製作 型に切った段ボールに、いろいろ る様子を観察する。 道具の使い方を説明する。
な木の実を貼る。 素材が丸いため、平に接着できないこ 友達の作品を紹介する。
（年長） とに気が付く。
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ⅰ　 資料文部科学省初等中等教育局教育課程課「第一
章言語活動の充実に関する基本的な考え方」参
照。
ⅱ　 美的価値ある作物をつくりだすテクネーであり，
技術による美の人工的生産である（美学事典，
1983，153）。
ⅲ　 装飾のような付帯的事物ではなく，それ自身美し
い実体としての芸術作品を作者の個人的人格の
投影として創造するに至った（今道４巻，1984，
5）。
ⅳ　 芸術家による芸術形成を追体験することにより，
美的体験を得ることができる（樋口，1987，78）。
ⅴ　 NHK「おかあさんといっしょ」等のテレビ番組。
かぞえうた「いっぽんでもにんじん」など。
ⅵ　 われわれは，視・聴・触・嗅・味覚のいわゆる五
感覚器官によって，自己を取り巻く外部世界を知
覚し認知している。言うまでもなく，それらは総
合的に働いているのであるが，美術教育はその中
でもとりわけ視覚・触覚によって知覚しうる世界
を成立させている「色」と「形」をよすがとして
外界を類別し，表象を形成し，厖大な表象の集積
を再構築して表現するという活動を通して行われ
る（竹井・山野，1990，199）。
ⅶ　 各種の感覚情報を同時に受け取り，さらに運動に
よって対象物とかかわりながら，認識をし，そし
て適応的に行動している。このような生体の機能
は感覚統合，感覚運動統合などと呼ばれている
（赤松・石川，1990，23）。
ⅷ　 感動や，葛藤などの深い非日常的な体験が情緒的
な成長を促すと筆者らは考える。
ⅸ　 幼稚園教育要領に示された「表現」領域では，一
部の先進的な取組を除いて，有効な指導方法やプ
ログラムの開発が十分ではなく，それらを担うべ
き指導者の養成自体が停滞しているように見受け
られる（初田，2010）
